
 

 

 

 

 

今、必要な避難訓練とは︖ 

３つの「対話」から始まる防災⼒向上プロジェクト 
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１ はじめに 
 2018 年７⽉、私たちが住んでいる岡⼭県倉敷市は⻄⽇本豪⾬災害によって甚⼤な被害が発⽣した。これまで
岡⼭県は災害の少ない⾃治体として認知が広がっていたが、その前提が⼤きく覆された出来事であった。復興は
進み、⼈々の⽣活は元の様⼦に近づいたが、次なる災害に向けて準備が進んでいるとは⾔えない。2025 年 1 ⽉
15 ⽇には⽇本政府地震調査委員会がマグニチュード 8〜9 が想定される南海トラフ巨⼤地震の 30 年以内の発⽣
確率をこれまでの「70〜80%」から「80%程度」に引き上げたことも記憶に新しい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１.⽟島地域のハザードマップ 1  
 本校がある倉敷市⽟島地域はこの南海トラフ巨⼤地震でも⼤きな被害が発⽣することが予想されている。津波
はもちろんのこと、⼟砂災害や液状化など複合的な被害が発⽣する可能性もあると考えられる。そのため「災害
に備えるべき」という意⾒は、様々なところで叫ばれるものの、効果的な取り組みまで⾄っていない。本校でも
避難訓練を実施しているが、校内での避難にとどまっており、実際に災害が発⽣した場合に適切な⾏動を取るこ
とができるとは思えない。私たち⾼校⽣が、巨⼤地震の被害をできるだけ⼩さくするためにどのような取り組み
ができるか、考察し実際に実践しようと試みた。 
 
２ 私たちが課題だと感じたこと 
 先⾏研究 2によると、「阪神・淡路⼤震災や東⽇本⼤震災のような⼤規模な⾃然災害や、台⾵や集中豪⾬によっ
て毎年のように引き起こされる⽔害や⼟砂災害は、地域コミュニティを襲い、かけがえのないいのちを奪い、く
らしを破壊する。地域コミュニティの防災⼒を向上させることは喫緊の課題であることは明らかである。」とさ
れているため、地域コミュニティに必要とされていることは、「インクルージブ」な防災⼒向上を推進することで
あるとされている。この「インクルージブ」な防災⼒向上には「対話の場の開設」「推進チームの結成」「住⺠が
決定・変更できる財源確保」と指摘されている。 

この先⾏研究を参考に⽟島地域を⾒直すと、「対話の場の開設」「推進チームの結成」を中⼼に以下のような課
題があると私たちは考えた。  
（１）地域コミュニティのつながりの希薄化 
 先⾏研究の指摘の通り、地域のコミュニティの重要性は年々増しているにも関わらず、⽟島地域は課題が多い。
表１は倉敷市⽟島地域の⼈⼝に関わるデータである。  

表１.倉敷市⽟島地域の⼈⼝に関わるデータ 3 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 ⽟島地域は⽣産年齢⼈⼝が年々減少しているため、⽼年⼈⼝が占める割合も年々増加している。実際に、地域
へのフィールドワークを実施しても、空き家が多く地域の中⼼にある商店街も閑散としている時間帯が多い。本
校と地域のつながりも限定的であり、多様な地域住⺠を巻き込んだ「対話の場」を設けることができていない。  
（２）画⼀的な避難訓練の実施 
 本校では⽟島幼稚園との合同避難訓練を毎年 5 ⽉に
実施している。地域の防災に取り組む主体である⾼校⽣
が共助の視点から、幼稚園児と共に本校に避難する訓練
である。 

地域で協⼒しながら、⾼校⽣が主体的に避難⾏動を取
ることができるようになることが⽬的であるが、参加者
は⾼校⽣･幼稚園児に限られており、多様な地域住⺠の
参加が得られているとは⾔えない。地域には⾼齢者など
避難するために⽀援が必要な住⺠が存在するが、そのよ
うな場合を想定した訓練とは⾔えない。このように地域
の中で避難訓練を実施しているのは各学校であり、多様
な地域住⺠を巻き込んだ防災に向けた「推進チームの結.        図２.今年度の合同避難訓練の様⼦ 
成」ができているとは⾔えない状況である。 
 
３ 私たちの考えた解決策 
 ２の内容で挙げた地域の課題を解決するため、課題の１つである「対話」に注⽬し、３種類の「対話」から地
域の避難訓練を考え、令和６年７⽉７⽇（⽇）に実施した。  
（１）多様な地域住⺠との「対話」から地域の課題を踏まえた避難訓練の内容を作成する 
 「インクルージブ」な発想を踏ま 
えた避難訓練を実施するためには多 
様な地域住⺠を巻き込む必要がある。 
また、そのような⼈々の存在を感じ 
られるような避難訓練を実施しなけ 
ればならない。そこで、地域コミュ 
ニティーの中⼼的な役割である⽟島 
⻄公⺠館に協⼒を仰ぎ、実施するに 
あたり町内会⻑・⺠⽣委員・⼈権委 
員・⼩学校教員・⾼校教員などに企 
画会議に参加していただいた。 
 地域の実態とともに多様な地域住 
⺠の存在に気付けるようなルートを 
想定して２種類企画した。それぞれ 
全く異なるルートであり、避難⾏動 
を取る際に配慮する事項も異なる。      図３.今回の避難訓練で企画した２つのルートとその特徴 
 
（２）参加者との「対話」から地域の実態を掘り起こす 
 避難訓練は企画会議に参加していただいた⽅々に加え、地域の防災に興味がある⽅々に⽟島⻄公⺠館からお声
かけしていただき、参加していただいた。参加者には避難訓練後にシンキングツールを活⽤して「それぞれのコ
ースのメリット・デメリット」を分析し、「今後どのようなことに注意して避難⾏動をとればよいか」という合意
形成を⾏なっていただいた。 

それぞれのコースを実際に避難して気付いたことと、それぞれの⽴場で今後⾏動に移せることを思考してもら
う時間とした。多様な地域の住⺠を想定し、必要な⽀援を踏まえた最適な避難⾏動について考察をしていただい
た。 

海沿いルート 
（⻘⾊の線） 

海抜が⾼いが移動する
際に傾斜が厳しい神社
を通りながら避難所で
ある⽟島⻄公⺠館を⽬

指す 

住宅街ルート 
（⾚⾊の線） 

海抜が低いが海沿いか
らは遠い住宅地を通り
ながら避難所である⽟
島⻄公⺠館を⽬指す 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４.当⽇の参加者との「対話」の様⼦	 
（３）他地域との「対話」から取り組みの情報共有を⾏う 
 今回の避難訓練は⾃分たちの地域のみで完結することなく、他地域でも実施可能な実践⽅法であると考え、他
地域の防災の「推進チーム」にも参加していただきたいと考えた。そこで、倉敷市市⺠講座へ企画を提出し、講
座登録を⾏い、他地域での広がりを視野に⼊れた取り組みを⾏った。 
実施した令和６年１０⽉２０⽇（⽇）には、8名の地域外からの参加者があり、倉敷市防災課の担当者をお招

きし指導講評もいただいた。今回の避難訓練で得た気付きを各地域に持ち帰っていただき、今後の活動のヒント
にしていただくこととした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５.倉敷市市⺠講座として実施した様⼦ 

 
４ 取り組みの成果と課題 
 ３の内容で挙げた⼯夫を⾏いながら避難訓練を実施した。当⽇の様⼦や参加者からの感想を踏まえて成果と課
題を２点挙げたい。  
（１）「対話」による地域の実態の把握する 
 ルートの違いから、「どちらのルートがいいか」とい 
う単純な意⾒ではなく、それぞれのルートの特徴がど 
のような影響を及ぼすかどうかまで考えを深めること 
ができた。地図には現れない「傾斜の程度」「道路の状 
態」などまで観察することができ、想定される⽀援が 
必要な⼈に向けた避難⾏動の取り⽅を考えることがで 
きた。 
 参加者からは「今回のルートの他にも、地域でどの 
ような⽀援を必要としているか具体的に検討して、新 
たなルートを検討しなければならない」という意⾒も 

ルートに関する参加者の意⾒の例 
「海沿いの道は傾斜があり、⾜腰に⾃信がある住
⺠には素早く⾼いところへ避難できるルートであ
るが、⾼齢者などが逃げ遅れ津波に巻き込まれる
可能性がある。」 
「住宅街の道はブロック塀などがあり地震発⽣時
は通⾏が困難になる可能性もあるが、住⺠への声
掛けがしやすく「共助」という視点では必要なルー
トである。」 



あり、今後は地域の実態をより精緻に調査して、訓練するコースを検討することが必要である。  
（２）「対話」によって地域をつなぐ 
 地域コミュニティーの中⼼的な⽅々に参加していた 
だき訓練を⾏ったことによって、これから地域の防災 
の「推進チーム」になるようなつながりが⽣まれるき 
っかけになったと考える。今までは、つながりがなか 
った地域が「対話」から、つながりの重要性に気が付 
くことができたことは今後に⽣きてくるはずである。 
 地域住⺠は⼊れ替わるが、⾼校はなくなる可能性は 
低い。だからこそ私たち⾼校⽣が中⼼となって地域の 
⽅々をつなぎ、このような避難訓練を中⼼となって実 
施していくことが重要であると考える⼀⽅で、今後も 
このような活動を後輩に引き継いでいくことが私たちにとっての課題である。 
 
５ 終わりに 
 「防災」と多様な⼈々を包摂する「インクルージブ」
な地域であることは密接に関わっている⼀⽅で、「少⼦⾼
齢化」に伴う「孤独・孤⽴」の進⾏によって明確な解決
策の打ち⼿がない状況は倉敷市⽟島地域に限らず、全国
でも同じであると考える。 

私たちの取り組みを全国に広めたいと考え、校⻑先⽣
にお願いし、校⻑先⽣とともに北海道の校⻑会が主催し
ている第 2 回「Do!防災アクション」に道外⾼校として
参加した。（《参加校》北海道:⽉形･札幌⽩陵･静内･函館
⻄･雄武･⽩糠･上磯 道外︓東京調布南･⽯川輪島･本校）
今回の避難訓練の取り組みを紹介すると、他校からも好
評であり、取り組みの広がりを感じた。           図６. オンラインで全国とつながる様⼦ 

また課題であった、取り組みの持続性についても１年 
⽣に募集をかけて希望者を募り、本校の中で継続した取り組みへと変化させようと考えている。 

私たちが実施した１度の避難訓練に留まらず、⽇本各地の避難訓練が⾼校⽣が中⼼となって、「３つの対話」か
らそれぞれの地域の「インクルージブ」な防災⼒を向上させる持続可能な取り組みとして実施されるように、今
後も活動を継続していく。 
 
出典 
1)倉敷市.“ハザードマップ”.倉敷市公式ホームページ.2023-03. https://www.city.kurashiki.okayama.jp/18 

70.htm,(2025-02-28). 
2)（公財）ひょうご震災記念 21 世紀研究機構研究戦略センター研究調査部.地域コミュニティの防災⼒向上に 
関する研究〜インクルーシブな地域防災へ〜研究調査報告書.2019-03,222p, 

3)倉敷市.“⽀所別１歳区切り⼈⼝ ⽟島”. 倉敷市公式ホームページ.2024-12. https://www.city.kurashiki.oka 
yama.jp/dd.aspx?itemid=16966#itemid16966,(2025-02-28) 

 
参考動画 
７⽉７⽇（⽇）に実施した避難訓練の様⼦が本校公式 youtubeに掲載されております。よ
ろしければご覧ください。（サムネイルには“リハ”とありますが、この時点で１０⽉２０⽇
（⽇）での倉敷市市⺠講座への登録が決定していたため“リハ”という⽂⾔を広報担当者が
付けて動画作成しております。ご承知おきください。） 
 
https://youtu.be/7jF4A5Ko_VE?si=bQd-aH0Cn0d7nuK1 

今後に向けた参加者の意⾒の例 
「事前に住⺠たちと声を掛け合い多様な⼈たちに
配慮しながら、避難⾏動を撮ることができるよう
にするべき。」 
「想定外のことが起こる可能性があるため、住⺠
で複数の避難ルートを想定して準備しておくこと
が必要である。」 




